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企業先 尼崎市下水道局  

Ⅰ二 期 昭和58年8月5日～昭和60年5月25日（660  

日間）  

1二■拝場所 尼崎市道意町6丁目～元浜町5丁目  

lニー抽斗容 〔シールド工〕  

一次覆工延長 900m  

セグメント外径 ¢4550m  

（スチール・幅90伽mx桁高15伽皿）  

二次覆工延長 906．3m  

（仕上り内径 ¢3750mm）  

地盤改良工  

CJG工法・LAGJT二法他  

推進工（郎0伽m） 40．8m  

〔開削り  

立坑工 3筒所  

A・B幹線（Box） 93．2m  

満水砂層における泥土加圧シール  
ド   

友原 建＊  富凹 史博＊＊  

TakeshiTomohara Fumihiro Tomita   

平尾 虎光＊＊＊  

Hirao Toramitsu  

湖仰の影響を受ける滞水砂層（均等係数2～3）を，  

l■il時l′i軸裏込注入システムを採用した泥土加圧シールド  

l二法によって掘進した。重要地下埋設物（電力・電信電  

．活・ガス・Ⅰ二業用水・水道）が転韓重要交通路線の県道  

卜を，L被り0．8上）～1．1β（3．7m～5．1m）の掘進とい  

う，条件での施1二について報告する。  

2．崩壊性地盤での掘進  
1．エ事概要  

l二車名 人庄A幹線下水管渠建設工事  路線の上質は，軟弱な沖積層であり，均等係数の小さ  

365 ！j娘＿【＿＿＿＿＿一－  900  620   （1，200）  
●■「・【■＋  

70  （3，000）   1．160  4，225  

Fig．1シールド機  

■関西（支）南大阪（出）工事係長  

■■九州（支）上五島（出）  

■■関西（支）宝塚（出）所長  
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Tablel裏込注入本欄己合表   い細・中砂を主体としている。地下水位下でのこの細抄  

の応力解放に対する反応は非常に速く，瞬時にして上部  

地盤に影響を及ぼすものであった。   

この卜質に対応する為，シールド機は，切削土砂に塑  

件流垂什巨と不透水惟を持たせる泥土加圧シールド機を選  

定した。また，シールド機の掘進と同時に発生するテー  

ルポイドを瞬時に充填する為に，裏込注入材は2液式ク  

レーサンドエアモルタルを使用し，シールド機外殻上部  

に装備した盛込ii三人管から注入する同時自動裏込注入方  

式を採目した。   

この結果，初期掘進時に多少の試行錯誤は有ったもの  

の，路面及び重要地下埋設物に変位を与える事なく，約  

6筒fJ問の掘進を，無事，終える事ができた。  

義人i一人目   A  摘  B 硝   

品  名  セメント  クレニ サンド  起泡剤  安定 剤  ノ水  空 気騒  間 結剤   

1．Om3ミうり  21批g  2】Bkg  2．2kg  gkg  2；15月  45．5㌔  91止 （63．7kg）   

lバッチ：1り （550ゼ）  120kg  120kg  1．2tg  5kg  163£  50．0％  50£ （35kg）   

3．同時自動裏込注入   

このシステムは，圧力制御のもとにシールドジャッキ  

速度の信号に応じて設定注入率による裏込注入量を演算  

し，注入ポンプの回転速度を自動制御するものである。   

裏込注入は，シールド機に装備した2本の注入管の内  

1本を使用して行ったが，2液式クレーサンドエアモル  

タルの充填状況は完全なものであった。   

しかしながら1．5ショットの瞬結性注入方式である為，  

始動時・停止時・低速掘進時の自動注入は非常に困難で  

あり，裏込注入管の閉塞トラブルが数度発生した。そこ  

でこの始動・停止時には，圧力管理による手動制御に切  

替え，シールド機の始動前や停止後も圧力上昇まで注入  

を行う方法をとり，以後この（手動→自動→手動）切替  

方式で掘進を進めていった。   

また，裏込注人材が2液式瞬結タイプであることから，  

注入管内に裏込注人材が膜状に堆積する現象も頻繁に発  

生し，約40リング毎に裏込注入管の清掃を必要とした。  Photolシールド機  

▼ 

1シ≦Bビニールホース   塾些＿阜旦里」  

目先浄水配管）   

詰り   わ   ！れ甘   

スペ一寸‾－  

2  テーノ∴【ライナー  

3l  ㈲定ノり7⊂  

4  スラストワッシヤー  

5  スイベルパイ7 

6  廷1主パイプ  2   

7    端パイプ  

8    4即妄綻パイプ  

g    材馴臣ト【スパンド  2   

10  1けロビニールホー1  

グリース巾亡常  2   

12  糎川又トソ7iリンダ  ．3   

13  0リンダ′   ソ：ケアップ什（NBfモ）  5   

14  0り㌧ング′   ックア・ツワ付INBR）  2   

15  ソケット（l   ′ノiBトゲリスニッケル什  2   

⑪ ⑲ ⑨  ⑧  l  

rいJlケ1ウ【Lてく  

H：軋込軋誉  

し塩瑚Hウ1｛T一  

Fig．2 裏込注入装置  
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カウンター  裏込注入ポンプ  凝結剤注入   

回転数制御  ポンプ回転数制御  

Fig．3 裏込注入制御システム   

4．発進・到達部の補助工法  相まって制御しやすいものとなり，虎＝100mのS字  

カーブを問題なく通過した。   

同時裏込‡主人システムも，まだまだ改良すべき点は多  

くあるが，十分に効果を発揮した。後の推進工，鏡切り  

セグメント切断時には，厚さ7－8cmの均一で途切れの  

ない裏込注人材の固結充填状況が確認された。   

なお，詳細については，第4回西松建設トンネルシン  

ポジウム論文集に掲載している。   

発進・到達部は，主にコラムジェットダラウト（CJG）  

工法によって地山を低強度のセメントミルク固結体に置  

換した。この固結体の一軸圧縮強度は，目標強度20kgf／  

Cm2以下に対して，コア採取による試験結果では17．6  

kgf／cm2であった。  

5．おわりに   

当工事における泥土加圧シールド機の土庄制御による  

掘進管理の結果は，良好であった。また，付帯効果とし  

て，シールド機の方向制御についても，土質の均一性と   
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